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次代を担う児童生徒の思考力・判断力・表現力等を育成するための取組は，これまで様々な形

で行われてきている。その結果，OECDが実施しているPISA調査では，2009年の調査において，

2000年調査結果の水準まで回復し，さらに，2012年調査においては，比較可能な調査以降，最高の

結果となった（図１）。このことか

ら，いわゆるPISAショックは払拭さ

れつつあると捉えることができる。

しかし，一方で，

(1) 世界トップレベルの国々と比

較すると依然として下位層が多

いこと

(2) 読解力については，必要な情

報を見付け出し取り出すことは

得意だが，それらの関係性を理

解して解釈したり，自らの知識

や経験と結び付けたりすること

がやや苦手であること

(3) 数学的リテラシーについては，

OECD加盟国の平均を上回ってい

るが，トップレベルの国々とは

差があること

(4) 読書活動も進展したとはいえ諸外国と比べると依然として本を読まない生徒が多いこと

などの状況があることも，「OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2009）について［髙木文部科学大

臣コメント］」に示されており，このことは，2012 年調査でも引き続き課題となっている。

このような全国的な状況に加えて，本県は，平成26 年全国学力・学習状況調査において，主とし

て「活用」に関する問題（Ｂ問題）が，小・中学校共に全国平均を下回る結果となっており，思考

力・判断力・表現力の育成は喫緊の課題となっている。

現代は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ，社会のあらゆる領域での活動の

基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる「知識基盤社会」（knowledge-based society）の時代

であると言われている。このような社会において，自己責任を果たし，他者と切磋琢磨しつつ一定

の役割を果たすためには，基礎的・基本的な知識・技能の習得やそれらを活用して課題を見いだし，

解決するための思考力・判断力・表現力等が必要である。

そこで，本研究は，知識基盤社会を生きていく上で必要とされる思考力・判断力・表現力の継続

的な育成を図るために ，学習内容の関連を踏まえて「基礎的・基本的な知識・技能の活用を図る

学習活動」及び「見通し・振り返り学習活動」などの設定の在り方を示すとともに，平成 23・24 年

度に研究を進めてきた「判断基準」の考え方と合わせて，思考力・判断力・表現力のより効果的・

効率的な指導と評価について明らかにしようとしたものである。

図１ OECD生徒の学習到達度調査の結果の推移

(順位等については，「読解力」のみ示した。)
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１ 学習内容の関連を踏まえるとは

学校教育法第30条２項には，いわゆる学力の３要素について，次のように示されている。

特に下線部については，PISA調査などの諸調査結果から問題となった，知識・技能を活用し

て課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力の育成について述べられている。

このことについて，当教育

センターにおいては，平成

23・24 年度に，思考力・判断

力・表現力の育成を確かなも

のとするために，評価規準に

基づいた「判断基準」を設定

した。このことにより，言語

活動における「思考・判断・

表現」の評価の考え方を明ら

かにすることができた（参照

「研究紀要第117号『思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究』平成 25 年３

月」）。しかし，思考力・判断力・表現力育成の系統的な指導の在り方や，「判断基準」の妥

当性をいかに向上させるかといった点については，課題となっていた。

そこで，思考力・判断力・表現力を育成する効果的な指導について，平成21・22 年度に研究

した各教科等における言語活動の充実を図る学習指導の工夫を生かしながら，学習内容の関連

を踏まえることを通して，目標の設定から達成までの流れを明らかにしたいと考えた。

「学習内容」とは，学習指導要領に示されている内容のことである。したがって，それは単

に知識のみを指しているのではなく，「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「主体

的に学習に取り組む態度」を指す。これらは，「単元」や「領域」等における学習内容のまと

まりの中で，習得や活用を図りながら一体的に指導がなされている。

「学習内容の関連を踏まえる」とは，基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を解決す

るために必要な思考力・判断力・表現力を継続的に育成することについて，複数の単元等にお

けるそれぞれの学習内容のまとまり相互にどのような関連があるのかを明らかにし，指導に生

かすことである（図２）。以前指導した学習内容と今回指導する学習内容との関連を明確にす

ることにより，「判断基準」の妥当性を向上させ，「思考・判断・表現」の指導と評価をより

確かなものにすることができると考えて研究を進めた。

学校教育法第30条

２ 前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及

び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，

判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，

特に意を用いなければならない。 (下線は筆者)
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図２ 「学習内容の関連」のイメージ
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第１章 研究主題に関する基本的な考え方

【研究主題】 学習内容の関連を踏まえた思考力･判断力･表現力の育成に関する研究

―「判断基準」に基づく指導と評価を通して―
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こうした研究を行うに当たり，国

立教育政策研究所が提示している，

各教科等における「思考・判断・表

現」の評価の観点を基に，「学習内

容の関連を踏まえて思考力・判断力・

表現力を見取る観点」を設定した

(表１)。それは，「思考・判断・表

現」の観点のうち，「表現」につい

ては，基礎的・基本的な知識・技能

を活用しながら，各教科等の内容に

即して考えたり判断したりしたこと

について，児童生徒の説明・論述・

討論などの言語活動を通して評価す

ることを意味しているからである。

つまり，「思考・判断・表現」の観点は，児童生徒が主体的に課題解決に取り組む際に発揮さ

れる思考力・判断力・表現力そのもの，又はそれを含む資質・能力であり，当該の学習内容のま

とまり（単元等）における目標でもある。そのことに基づいて関連のある学習内容を明らかにす

ることで，育成すべき思考力・判断力・表現力が一層明確になると考えた。

学習内容には，「関連する学習内容の具体例」に示すように，各教科等の様々な特性がある。

学習内容の関連相互にどのような関連があるのかを明らかにする際には，このような教科の特性

を重視することとした。

２ 学習内容の関連を踏まえて思考力・判断力・表現力を育成する意義

学習指導要領「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」においては，「基礎的・基本的

な知識・技能の活用を図る学習活動」及び「見通し・振り返り学習活動」を計画的に授業に取り

入れる工夫等が必要であるとされている。

しかしながら，実際に授業を行うとなると，言語活動を行わせることが目的になってしまい，

そのことによってどのような力を付ければよいのかが不明確な授業が展開されているということ

が課題となっている。その原因としては，次のようなことが考えられる。

・ 教材研究の視点が，当該単元や一単位時間の枠内にとどまっており，これまで児童生徒がど

のような力を身に付けてきたか，今回ねらいとする身に付けさせたい力は，次回のどの学習に

おいて更なる活用を図ることができるかといったことについて，教師の意識が及んでいない。

・ ある学習場面で発揮された思考力・判断力・表現力が，他の学習場面で発揮されないなど，

教師が児童生徒にその有用性を感じさせていない。

そこで，当教育センターでは，これらの課題を克服するための有効な方策として，学習内容の

関連を踏まえることとした。このことによって，思考力・判断力・表現力の継続的な育成に向け

て，どのような知識・技能の活用を図る学習活動を設定すればよいのか，何を見通し，何を振り

返る学習活動を設定すればよいのかを明らかにし，ただ単に知識を習得させるだけの指導から，

課題の解決に向けて思考・判断した過程や結果を言語活動を通じて児童生徒が表出する授業へと

改善できるという意義があると考える。

教科等

学習内容の関連を踏ま

えて思考力・判断力・

表現力を見取る観点

関連する学習内容の具体例

国語
言語能力を育成する指

導事項

感想を書く言語活動を通して

発揮される読む能力･書く能力

社会・

地歴・公民

社会的な思考・判断・

表現

奈良時代と平安時代の政治･経

済･文化

算数・数学
数学的な考え方

数学的な見方や考え方

「一次方程式」と「連立方程

式」における，文字式を整理

しようとする考え

理科 科学的な思考･表現

「金属の体積変化」と「水の

状態変化」における関係付け

の能力

外国語
外国語理解の能力

外国語表現の能力

環境問題について読み，自分

の考えや主張を述べる能力

外国語活動
関心・意欲・態度，慣

れ親しみ，気付き

「自己紹介」と「できること

についてのインタビュー」

表１ 学習内容の関連を踏まえて，思考力・

判断力・表現力を見取る観点と具体例
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３ 「判断基準」とは

これまで当教育センターにおいては，児

童生徒の思考・判断の過程やその結果とし

ての表現を質的，量的な面からよりよく評

価するために，「思考・判断・表現」の評

価規準を基に，目標の達成の度合いを判断

するための目安として「判断の要素」を設

定するとともに，それを具体化した尺度と

して「判断基準」を設定してきた。「判断

基準」とは，児童生徒の思考や判断の結果

が表現される「説明」や「論述」等におい

て，目標の達成状況を判断する具体的な尺度のことである。「おおむね満足できる」状況を示し

たものを判断基準Ｂ，「十分満足できる」状況を示したものを判断基準Ａとして設定するととも

に，判断基準Ｂについては児童生徒の表現例も想定し，「思考・判断・表現」の達成状況を，言

語活動を通して評価できるようにした（図３）。

そこで，「判断基準」の活用例を，平成26年１月に鹿児島県教育委員会が実施した「鹿児島学

習定着度調査」（小学５年生・国語）における，「思考・表現」の問題で示す。

図３ 「判断基準」に基づく｢思考・判断・表現｣の評価
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できる」具体的な状況で表したもの
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前ページ問題の正答例は

図４(4)のとおりである。で

は，なぜこの正答例が正答

だと言えるのか，その根拠

となる箇所が，２種類の下

線ア，イ部である。

この問題における評価規

準は，(1)に示すように，学

習指導要領の内容である｢Ａ

話すこと・聞くこと」の指

導事項エを基に作成してい

る。そのポイントが，「話

し手の伝えたかったこと」

と「自分の感想」であり，

それを問題文で設定されて

いる言語活動に沿って分析

的に表現したのが，(2)に示

す「判断の要素」である。

さらに，「判断の要素」

の「おおむね満足できる」

状況を，尺度として具体化

したのが，(3)に示す判断基

準Ｂであり，その全てを満

たした児童の表現を想定し

たのが，予想される児童の

表現例である。

このような考え方に基づ

けば，思考力・判断力・表

現力を育成する授業の全体像を，「思考・表現」の問題（全国学力・学習状況調査のＢ問題）を用

いて構想することができる。「予想される児童生徒の表現例（正答例）」は，当該単元において児

童生徒が最終的に思考・判断・表現した結果として，「おおむね満足できる」状況を具体的に表現

で示したものであり，「判断基準Ｂ（正答例が正答である理由）」は，なぜその表現が「おおむね

満足できる」状況であるのかを示してある。これらがあることによって，多岐にわたる児童生徒の

表現を確かに評価することが可能となる。

さらに，評価規準を基に「判断の要素」を設定することで，当該単元で身に付けさせたい力が何

であるかを明確にすることが可能になる。当該の学習内容（国語においては指導事項）において教

材の特徴や児童生徒の実態に即して，最終的にどう表現すれば評価規準に到達したとみればよいの

かが明確になる。換言すると，解決すべき課題に対し，どのような思考・判断・表現を行わせれば

目標に到達するのかを正確に見定める授業構想ができると言える。

図４ 調査問題の答えの導き方と「判断基準」の関係

(2) 理由のポイント

ア 話し手の意図

イ 話し手の意図に対する自分の感想

｢判断の要素｣

(3) 正答例が正答である理由

ア 話し手の意図を，その発言に基づいて捉えている。

イ 捉えた意図を踏まえた自分の感想をまとめている。

（80字～100字）

判断基準（Ｂ）

(1) 学習指導要領における内容

第５・６学年「Ａ話すこと・聞くこと」

ァ話し手の伝えたかったことを捉えながら聞き，ィそ

れに対する自分の感想をまとめている。

※ この評価規準は，｢Ａ話すこと・聞くこと」の指導事項エ(話し

手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考え

をまとめること。)を基に作成した。

評価規準

(4) 正答例

（今回のインタビューで，）山中先生がァ本のすばらしさ

を身をもって教えてくださろうとしていることを初めて知

り，ィ心を打たれました。先生のお気持ちがみんなに伝わ

るように，誤りのない記事を書こうと思います。（98字）

※ 下線…ア，下線…イ

予想される児童の表現例


